






















nerVQsaにbulimia nervosaを合併した患者30例 (AN+BN群)， bulimaa nervosa患者42例 CBN群〉であっ





















障害患者で，その内訳はUiagnosticand Statistical Manual of蜘ntalDisorders 3rd cd Revised (D 
SM-sl-R)の分類に従い， anorexia ncrvosa患者36例 (AN群)， anorexia ncrvosにbulimianervosaを合併
した患者30{7IJ (AN + BN群)， bulimia nervosa患者42例CBN)群で・あったのおのおのの患者には， Structured 
Clioical Interview for DSM-m-R Personality Disorders(SClD-ll)に某づき，人格障害を診断し分額
した。また同時に.自記式の質問紙法により，照食障害に関する精神病理，抑うつ，イミ安，および強迫症
状を評価した。
伺らかの人路障害と診断されたものは.全症例108例中5例 (51%)であった。全体では，回避性，境界
性，依存性.強迫性人格障害の頻度が高く，特に境界性などのclusterBの人格障害は， AN群に比べ，AN+
BN群とBN群とでより多かった。また人格障害を有する患者は，有さない患者と比べ，過食や摂食障害に関
する精神病理.抑うつ，不安，強迫なと、の諸症状がより重症で.社会適応も不良であり.入院凶数や自殺
企図が台意に多かった。
これらの結果より.日本においても人格障害を有する摂食障害患者が多く見られ，人格障害を有する患
者は.有さない患者に比べて，より重症な精神病像を呈することが明らかとなった。また過食，噸吐を有
するAN+BN群やBN群の患者は，それらを有さないAN群の患者に比べ，境界性，反社会性，演技性，及び自
己愛性人格障害などいわゆるclusterBの人格障害とより強い相闘を示し欧米の報告と類似した傾向がみ
られた。これらの結果は，人格障害と摂食障害との相関が，文化的な差異に関与しないことを示唆するも
のであり，精神医学における摂食障害の診断や治療に大きく貢献するものと考えられる。よって，著者は
博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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